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12)上沢遺跡の建物群について

上沢遺跡は、御蔵遺跡の北西 1血付近にある会下山という小丘陵の裾部に形成された、北東から南西方向

に緩やかに下がる扇状地に立地する。上沢付近は、弥生時代の前期から集落が形成されてきたようであるが、

飛鳥時代以降、当地域の核ともいうべき、拠点的な集落として存在 していたと考えられる。なお、現在確認

されている遺跡の中心地は、古代山陽道推定地から200mほ ど北に位置する。

掘立柱建物は上沢通人丁目付近の山手幹線道路北側に集中している。 2× 3～ 4間の側柱建物が大半で、

2× 2間以上の柱穴が小規模な総柱建物が 1棟検出されているのみである。しかし、ピットは数多 く検出さ

れているため、建物として認識されていないものがある可能性は否定できない。また、山本雅和氏が指摘す

る様●)に 、柱穴の大きさが小さく、建物の方位はかなりばらつきがあり、桁行方向を合わせて建てているよ

うには見受けられない。また、桁行方向を異にしながら、重複 して建てられる例もある。

しかし、遺跡内の井戸からの銅鋭の発見
“

)や、鋳銅炉壁片や帯金具 (巡方、餃具)等の、官衛的な様相を

否定できない遺物が出上 している。また、白鳳～奈良期の瓦や塑像の台座が出土して、寺院址の可能性が高

い室内遺跡
“

)(房王寺址)が北西側に隣接する。人部郡内で白鳳・奈良前期の古代寺院である可能性がある

遺跡は、現在のところ他には見つかつていない。この地域の豪族 (郡領層)の氏寺として当初設けられた寺

院が、次第に郡寺的な様相を帯びてきた可能性が想定される。また郡寺と相接して、郡衛の設けられる例 (①

が多いことから、上沢遺跡と室内遺跡は密接な関わりがあると言える。

以上のことから、当遺跡で現在までに発見されている建物群は、官衛そのものの遣構でなく、それに関わ

りのある人々の居住地、あるいは官衛周辺の雑舎、工房的な建物であつたと想定するのが妥当ではないかと

考える。建物群の時期は概ね、奈良時代の中に収まるようである。また、平安時代に属する建物 も確認され

ており、遺跡の規模には変動があるが、飛鳥・奈良・平安・鎌倉時代 と長期間存続することが特徴である。

(0 大田町遺跡の建物群について

大田町遺跡は御蔵遺跡の南西約 2 kalに 位置し、遺跡の西を流れる妙法寺川の自然堤防上に立地している。

古代山陽道推定地に接していることから、須磨駅家の可能性が指摘されてきた。

これまでの調査で確認された掘立柱建物をみると、一部の建物群相互間には方向性が認められるものや、

桁方向に長い官衛風の建物が認められるが、御蔵遺跡ほどのまとまりを見出すには至らない。また、総柱建

物と側柱建物が混在する場所や棟方向を違えて重複する地点がある。さらに、発見されている建物の多くが、

古代山陽道の駅制が衰退してゆく9世紀以降のものであることが指摘される。

しかし、これまで 3カ 所の調査地点で、古代山陽道の側溝あるいは道と建物群を区画すると考えられる溝

状遺構が確認されていること。第 3次調査で発見された「荒田郡 中富里 荒田直□□」とヘラ描きされた

奈良時代前期の円面硯の存在υ)、 鍛冶関連遺物や鍍金製品等の出土による官衡付属工房的な建物群の発見、

「神 ?人」「東」などと記された多数の墨書土器や硯、転用硯、越州窯系青磁の出土等
“
)か ら官衡的な要素

の強い施設がこの付近にあることは間違いなく、駅家の存在を否定することができないのが現状である。
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第4章  まとめ

2.御蔵遺跡出上の遺物について

前項において、御蔵遺跡の建物方位の規則性や出土遺物から、その官衛的な特徴を掲げたが、この項では、

当遺跡の出土遺物から述べてみたい。

(1)帯金具の出土

御蔵遺跡からは、現在までに3点の帝金具が出土 している。

第14-10次調査 御蔵通 6丁 目北地区出± 27× 3.6cm

第37-2次調査 御蔵通 4丁 目出±    3.6× 4 4cm   本書所収

銅製

鋼製

A 鈍尾

B 餃具

C 巡方・錠尾の裏金具 銅製・鍍金   第51-2次調査 御蔵通4丁 目出±    3,6× 2 5cm以上  ク

これ らの帯金具か らみて、当遺跡に有位者の居住、滞在、勤務の可能性 を指摘することがで きる。

平城京出上の帯金具の寸法から、その位階表示機能を考察された松村恵司氏の提唱した数値⑬)を あてはめ

てみると、Aの免尾は幅九分で従八位相当 (郡領ならば、初任時の大 。少領 )、 Bの餃具は幅一寸三分、正

七位相当 (国大抜・郡領の可能性 もある)、 Cの鍍金製裏金具は幅一寸三分、正七位相当 (Bに 同じ)と な

る。Cに ついては、同様のものが長岡京址、石川県、三重県等で出土 (Ю )し ているようであり、奈良時代末

～平安時代初めのものである可能性が強 く、平城京での傾向がそのまま当てはまるかは、考慮の余地がある

が、概ね、これらの帯金具が郡領層や任用国司クラスの地方官、または地方に居住する有位者(11)が帯びて

いた可能性が高いものであることが理解できる。

確)鍛冶 。鋳銅関係の遺物の出土

第45次調査では、鉄津と共に輔の羽口、対蝸の破片等が出土 している。鉄津は、他の調査でも発見され、

当遺跡内に、小鍛冶・鋳銅の作業場が設けられていたことが推測される。他の地方官衡関係の遺跡において

も、この様な工房が付随 していた例 (121は 多 く確認されてお り、御蔵遺跡 も同様の例である可能性が指摘で

きる。

俗)動物遺体からみた官営工房存在の可能性

第 2章第11節で述べたように御蔵遺跡では、多 くの動物遺体が出上 している。平安時代後期に該当する、

第37-4次調査を除いても、ウシ、ウマの出土量は多い。これらの大半は解体されて不要な部位が投棄され

ており、高齢または幼獣の個体が多いという。また、第45次調査では、シカ前頭骨の角周辺の都位が 8点ま

とまって見つかつており、鹿角を採集、加工する作業が行われた可能性が↓旨摘されている。ウシ、ウマの解

体、皮草等の加工が官衛関連の工房 (13)で なされ、貢上の物品等の製作を行っていた例があり、当遺跡で発

見された動物遺体についても同様の工程を辿つた可能性が考えられる。

僻)墨書曲物「大殿」の発見

第14-9次調査において、 9世紀中頃の井戸から出土 した曲物の外狽1面 に「大殿」と墨書されているのが

確認された。詳細については既刊の報告書 (り に譲 り、ここでは、「大殿」とは宅の中心的な建築物、建物群

の中心に存在 した殿舎 (l「Dlと 考えられ、その名称が地方にあっては国司級の人物や豪族 (り (郡領クラス)の

公私にわたる日常的な生活空間あるいは建物を呼びならわすことを指摘 したい。

脩)複数の硯、転用硯の出土

御蔵遺跡ではこれまでの調査で硯、転用硯が複数出土 (17)し てぃる。これは、日常的に筆記することが必

要であったことを示 し、文書 。木簡の作成が行われたことを示唆するものと思われる。

16)越州窯系青磁、三彩、銅鋭、土馬の出土

これらの遺物は、一般の集落遺跡よりもむしろ官衛・寺院遺跡で出土する傾向にある。限定された階層、
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施設でしか使用されない物であることは間違いない。

以上、真北に近い方位を志向する建物群と出土遺物の点から、御蔵遺跡は官衛遺跡、特に人部郡衡の蓋然

性が高いと考えられる。

3.人部郡の成立について

『続日本後記』承和 5年 (838)3月 6日 条には「摂津国人部郡の公田井びに乗田十一町を後院勅旨田と

なす」とあり、これが人部郡の名前が正史に著される初出の史料である。それ以前のこの地域は、「雄伴郡」

と呼称されていたようである。天平19年 (747)の「法隆寺伽藍縁起井流記資材帳」には、摂津国雄伴郡内に

山林を所有していたことが記されている。「摂津国風上記逸文 (釈 日本紀所載)」や「住吉大社神代記」には、

それぞれ「雄伴国・雄伴郡」という記述がなされている。このように奈良時代には「雄伴郡」と呼ばれていた

ことが通説⑩ となっていたが、同じ郡内にある須磨区大田町遺跡で、「荒田郡 .中富里 荒田直□□」とへ

ラ描きされた円面硯が出土 (1の したことによって、新たな知見を得ることができた。「荒田郡」の名称は文献

史料では発見されないことや、郡・里を用いていることから、大宝元年 (701)～ 霊亀 3年 (717)の 間に、

製作された硯であると推定されている。「荒田郡」が出土地のあたりのことを示すものであるならば、奈良

時代前期にはこのようによばれていた可能性はある。同郡内の兵庫区には古くから「荒田」と呼ばれた地名

が残されているので、その関連が指摘されるが、他に史料がないため現在の段階では明らかではない。なお、

荒田直は、和泉国大鳥郡を本貫とする古代氏族であるが、当地との関わりについては明らかでない。

さて、「雄伴郡」から「人部郡」に名称が変更されるのは何時であるかは、はっきりしないψ⑪。名古屋市立

博物館所蔵の『和名抄』には、天長 9年 (832)に「菟原郡を割いて人部郡となす。」とあり、これが事実で

あるならば、いったん「菟原郡」に併合されていた「雄伴郡」の地を、当該時期に再び割いて立郡したとい

う解釈91)も なされる。また、これとほぼ時を同じくして、『続日本後記』承和 2年 (835)10月 26日 の条に

「摂津国人、散位矢田部聡耳、弟八位上貞成等に興野宿禰の姓を賜う(2め 」とぁり、この矢田部聡耳らが入

部立郡に関わりがある可能性が指摘される。私見では矢田部聡耳は散位、弟の貞成は八位上という記述から、

賜姓時には、聡耳が人部郡前大領、貞成が現大領であった可能性(23)を 考えている。

聡耳が前大領とするならば、人部郡建郡早々に辞任したことになるが、これについては以下のような事情

が想定される。郡司の職務は本来終身であるが、畿内の郡司になりうる階層は、中央 (院宮王臣家、諸司)

との結びつきが強く。つ、官位を得るために郡司に就任するが、中央官人を志向して、すぐに辞任 してしま

う。しかし、郡司職を辞任して散位 (2の となっても官位は持ち続け、地方における自己の優位性を保持しよ

うと図るの6)畿内の豪族の有様を反映していると考えられる。

4.御蔵遺跡と推定古代山陽道、大輪田船瀬 との関係

人部郡内では、古代山陽道が北東から南西方向に延びていたようである。推定復元された古代山陽道の路

線と、上沢・御蔵 。大田町これら3遺跡の位置関係を観ると、上沢遺跡は約200m南側、御蔵遺跡は約400～

500m北側、大田町遺跡はそれに接して営まれている。このことから、大田町、上沢遺跡については、古代

山陽道を意識した占地が想定される。本来、駅家は勿論、郡衛についても国司の部内巡行や諸使の停泊に便

利な交通の要衝を選んで造られるという。しかし、御蔵遺跡の建物群は、立地を山陽道に規制されるよりも

むしろ、郡衡の重要な機能である頴穀の集散の便を考えて、河川の近くに設置された可能性が想定される。

8世紀末～9世紀の初頭にかけて、各地の駅家の維持が困難となり、損壊が目立ちはじめる。また、運用

の乱れによる諸使の規定外の乗用、本来は認められていなかった駅馬による貨物輸送の増加が増え始め、負

担の増大に伴う駅子の逃亡や駅制の衰退が急速に進む。そのような状況下、大同元年 (806)に は、山陽道、
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西海道の新任国司を海路赴任させることになる。また、大同2年 (807)諸 国の駅馬の削減に伴い、山陽道

の駅馬数も大幅に減らされてしまうのの。以上のような推移を経て、 9世紀に入ると、山陽道の重要度は低

下してゆき、代わって山陽・西海道諸国との連絡には海上交通が重要度を増してゆく。特に重貨である米

(春米)の輸送は船舶でないと効率が悪かった。また、 9世紀には籍帳制度の実質的な崩壊に伴う、庸調の

未進が増加し、中央官衛の財政が逼迫してゆく中で、地方の正税を逗京させて諸司の俸料に充てることが恒

常化してくるの ことから、米の海上輸送はさらに重要度を高めている。

人部郡内には海上輸送ルートの重要な湊である大輪田船瀬ののが設置されていた。この船瀬の所在してい

た位置は不明であるが、弘仁 3年 (812)1こ修築の記事にのが初出以来、 9世紀の史料には、官による改修作

業がしばしば行われたことが記されている。春米を主とする官物を輸送する船が明石海峡を通過して大阪湾

に進むための風・潮待ちの泊地として重要であつたのであろう。しかし、設けられた石掠 (椋 )[防波堤の

ことか ?]が風波に壊れやすい●1)と いう港の地形的な問題や船瀬維持の経費の捻出方法、保守工事に必要

な人員確保の困難いの等で、その維持は容易ではなかったといわれている。

また船瀬の管理については、当初は造船瀬使が置かれ、修築が完了すると、国司の管轄下に置かれるが、

大破損して、4笏築が行われる毎に、臨時の官が置かれたと言われている。国司の下におかれた船瀬がどのよ

うな管理体制で維持されたかは明らかでないが、その維持に人部郡司が無関係ではなかった。3)と 推測され

る。

このように、駅制の衰退による山陽道の重要度の低下と、物資の海上輸送の増加に伴う大輪田船瀬 (泊 )

の修築および維持管理との係わりから郡衡の位置が移動している可能性を指摘することができる。

5.郡衛機能の衰退と郡司制の変質

第 1頂で述べたように、御蔵遺跡では8世紀後半から9世紀にかけて官衡的色彩が濃いのであるが、10世

紀の段階には大型建物は無くなり、建物が小規模化するという傾向をもっている。また、第 2章 8節の第45

次調査の項で述べたように、主に9世紀後半から10世紀初頭の遺物を含む層から、鈎・鍵が出土している。

これは、当地に設けられていた倉庫機能の低下あるいは、それ自体の消滅の結果、鈎・鍵自体が不要となり、

放棄されたとするのが妥当ではないかと考える。また、全国的に見ても、郡衛遺跡が10世紀には廃絶する例

が多く、郡衡の機能そのものに大きな変化が現れる時期●4)で ぁるとされている。

8世紀末～ 9世紀には、「造都」「征夷」などの臨時的な出費の増加や京上する庸調の慢性的な未進によつ

て、財源の不足に苦慮した中央政府が、本来各国に留めておくべき穀を畿内以外の近国や瀬戸内沿岸諸国に

輸京するように命じ、地方の正倉に正税として蓄積されていた頴穀が次第に減少すること。さらに、永年の

貯積とされた不動穀の取り崩し●のが進行すること等から、地方財政の逼迫の度合は高まる。

また、奈良時代後半～平安時代にかけて頴稲の出挙制は強制貸し出しとなることで、農民の税負担が増加

する(36)。 ゃがて富豪層を中心に、中央 (院宮王臣家、諸司)と の結びつきを盾にして、その借受を拒否し

たり、返済を拒否する状態(3つ となり (国司側は、やむなく未返済分を富豪の里倉に預けてあると称して会

計処理をする)、 郡衡正倉に納められる頴稲が減少してゆく。さらに、畿内諸国では、 9世紀の後半に干害

が頻発し、摂津国では、頴穀の備蓄が底をついたらしく、他国の不動穀をもって窮民に賑給する状態僧働に

まで陥る。この様な状況で、郡衡の正倉としての機能はしだいに失われてゆく。

郡衡の衰退は、平安時代の郡司制度の変質とも関わりがある。 9世紀にはいると従来の大領、小領、主政、

主帳といった支配体制では、郡内の人々の把握・収税が困難となった。そのため、他の富豪層・有力者を取

り込み、複数の擬任郡司(3の として任命することで、その問題の解決を図つた。しかし、彼らは徴税請負の
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負担の重さに、郡司の就任を忌避するようになってくる。特に中央 (院宮王臣家、諸司)と の結合が強い畿

内においては、その傾向が強かったという。また、中央の下級官人と郡司の職を兼帯するものが多 く、 9世

紀末にはこれを禁止する法令はいが出されるほどであった。さらに輸納物を運搬する綱領となった者の中に

は、収納する側 と結託 して、それらを横領、または流用 して、私腹を肥やす輩も現れた●1)と いう。

10世紀に至ると、国司は、郡司に対 して徴税請負の責任を課さなくなり、国の収税使がそれを行うことに 、

なる。郡司は勧農、検察等の役割を担う倣か。このため、収税物の一括収納の必要性がなくなり、郡衡正倉

の機能は失われていくと考えられている。なお、 9世紀末～10世紀における郡の状況は、郷単位の規模で、

複数の郡司による分散的支配 (郷専当郡司制像3))でぁったといわれている。

人部郡西部の10世紀代の遺構・遺物は御蔵遺跡、神楽遺跡、上沢遺跡、大田町遺跡等で発見されている。

神楽遺跡で、緑釉・仄釉陶器や墨書土器を出す溝
“

4)を 検出した以外には、特に正倉を想定させる様な建物

群や官衡 と思われる様な規模の大きな建物、役所の存在を示す特殊な遺物が発見された例がなく、上記の分

散的な支配の構造を想定すると調和的である。

10世紀において郡衡 としての機能を失い、小規模な建物群で構成される御蔵遺跡では、H世紀のある段階

になると、現在の街割 りに近い方向の条里が施工される。それは、以前の建物の主軸方向とは全 く異なった

ものであり、これまでとはまったく異なった新 しい方向の基準を採用 していることが窺える。10～ 11世紀に

至る段階でしだいに当遺跡は中世的な散村の景観を呈 してゆく。また、11世紀末～12世紀初頭頃の遺物が、

第37-4次調査で出土 しているが、その上器様相は東播系の須恵器と在地産の上師器が大半を占め、若子の

和泉型瓦器と白磁が極 く少量混 じるという典型的な中世前期初頭の様相を呈 している。

註・参考文献

(1)松村恵司「正倉の存在形態と機能」『古代の稲倉と村落 。郷里の支配』奈良国立文化財研究所 1998

(2)安田滋他『御蔵遺跡第 4・ 6・ 14・ 32次発掘調査報告書』神戸市教育委員会 2001

ク 『御蔵遺跡第17・ 38次発掘調査報告書」神戸市教育委員会 2001

(3)山本雅和編「Ⅳ.ま とめ 遺構の変遷J『深江北町遺豚 弟9次埋蔵文化財発掘調査報告書』2002 神戸市教育委

員会

に)口野博史他「上沢遺跡第33次調査」F平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』2002 神戸市教育委員会

(5)水日富夫他「室内遺跡JF平成9年度年報』1998 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

(6)山 中敏史「古代地方官衛の成立と展開 評衡・郡衡周辺寺院の性格」F古代地方官衛遺跡の研究』1994

(7)森内秀造編 F神戸市須磨区 大田町遺跡発掘調査報告書』1993 兵庫県教育委員会

18)宮本郁雄他編『古代のメインロードー山陽道沿線物語―』2001 神戸市教育委員会

(9)松村恵司「鈴帯金具の位階表示機能JF鈴帯をめぐる諸問題』奈良文化財研究所 2002

松村氏は同論文の中で、出土した巡方の幅から数値を出されており、鈍尾や餃具にこの数値を当てはめるのは妥

当性を欠く可能性は残っている。

QO 木村泰彦「銅鈴から石鋳へ」『鈴帯をめぐる諸問題』奈良文化財研究所 2002

また、石川県寺家遺跡で巡方裏金具に彼金したもの (『寺家遺跡発掘調査報告Ⅱ』1988 石川県埋蔵文化財セン

ター)。 三重県鳥羽市贄遺跡で丸輛裏金具に鍍金したもの (『海道をゆく―渥美半島の考古学―』2000 豊橋市美

術博物館・中日新聞社)が出土していることを奈良文化財研究所 次山淳氏よりご教示いただいた。

Oり 市大樹氏は、地方に居住する有位者を・有官 (諸司官人、諸司雑任=諸司史生己下、使部已上、六衛府舎人)、 ・
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無職 (内外散位以下=文武散位、位子、留省、諸勘籍人等)、
・院官勢家人 (諸院、諸宮、王臣勢奈人=諸 院、諸宮、

諸王臣家雑色、喚継、舎人、帳内、資人)に分類し、これらを兼帝するものが多いとされている。 (市大樹「九

世紀畿内地域の富豪層と院官王臣家・諸司」『ヒス トリア」第163号  1998)

tり 山中彼史「郡衛付属施設と郡行の規模」F古代地方官衛遺跡の研究』1994

09 平城京右京八条一坊十四、十一坪の S D920では馬牛を中心とした700点近い動物遺rtk、 3000片 を超える製塩土器

が発見された。皮草職人が、斃死馬牛の革なめし作業を行つたものと推定されている。

F平城京右京人条一坊十四、十一坪』1989 奈良国立文化財研究所

00 川上厚志・阿部功編「御蔵遺跡第 5,7,11～ 13,18～ 22,24,28,29,31,33～ 36,39,41,43次調査」 神戸市教育委

ナミ笠学  2003

C9 鷺森浩幸「建物「殿」についてのノー ト」F続 日本紀の時代』続日本紀研究会編 1994

00 回司・地方豪族 (郡領)級の人物が「殿」と呼称されていたことは『万葉集』の以下の歌に現されている。

3438 都武賀野に 鈴が音聞ゆ 上志太の 殿の仲子し 鳥猟すらしも (殿 =郡領級の人物の子弟)

3459 稲春けば 輝る吾が手を 今宵もか 殿の若子が 取りて嘆かむ  (殿 =地方豪族の子弟)

4110 左夫流子が 斎きし殿に 鈴懸けぬ 駅馬下れり 里もとどろに (殿 =尾張少昨 :越中国史生)

万葉仮名の解釈は水島義治『万葉集全注 巻第十四』1986と 伊藤博 F同 巻第十人』1992を 参照した。

Cり 硯、転用硯の出土例は以下の通りである

A 転用硯 1点  6丁 目北地区出土 安田滋編『御蔵遺跡第4,6・ 14・ 32次調査報告書』2001神戸市教育委員会

B 風字硯 1点 転用硯 2点 第37-2次調査出土 本書所収

C 転用硯 1点 第37-4次調査出土 本書所収

D 二面硯 風字硯各 1点 第45次調査出土 本書所収

転用硯 4点

10 この部分の記述については今井林太郎監修『兵庫県の地名 I 日本歴史地名体系291』 1999を 参考にした。

10 森内秀造編『神戸市須磨区 大田町遺跡発掘調査報告書』1993 兵庫県教育委員会

90 「雄伴郡」から「人部郡」に名称が変更された理由は、大伴皇子が淳和天皇として即位 (弘仁14年 ,823)し 、「雄

伴Jが天皇の詳 (実名)である「大伴」に通じるためといわれているが、名古屋市博本の研日名抄」にある、天長

9年 (832)立郡の記述とは、 9年の差があり、隔たりがありすぎる。

9ゆ 十分な根拠はないが、遺跡のあり方から見ると、奈良時代初め頃には寺院を持つほどの有力な氏族が居住してい

た上沢遺跡に「雄伴郡衡」が存在した可能性が高く、奈良時代末頃から平安時代初めに、郡衛機能が御蔵遺跡に

移ったと考える方が妥当ではないかと考える。

9D 矢田部聡耳らへの賜姓の理由は明らかでない。立郡の功に対して与えられた可能性もある。奈良・平安時代に行

われた賜姓は、当時乱れてきた氏姓を正すためとされているが、当然、政治的な意図があつたと思われる。以下

は憶測ではあるが、部姓氏族である矢田部氏は、郡内の他の有力豪族に対して擢んでた力は有しておらず、むし

ろ勢力が拮抗していた可能性が高い。そのため、より上位の姓を中央政権から得ることで、郡領の地位を安定さ

せる手段としたのではないか。

90 大領には初任時に外従人位上が与えられる『選叙令』。なお、畿内の郡司は延暦18年 (799)に、外位から内位が

付与されることに変更された。

90 郡領層と中央官人層との結合は北條秀樹「平安前期徴税機構の一考察」『日本古代国家の地方支配』2000を参照

した。
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99 散位については森公章「外散位に関する諸問題」黛弘道編 F古代国奈歴史と伝承』1992、 中村順昭「律令制下の国

郡衛の職員構成」黛弘道編 F古代王権と祭儀』1990、 同「地方社会における位階」『鋳帯をめぐる諸問題』奈良文

化財研究所 2002、 山田英雄「散位の研究」F日 本古代史孜』1987を参照した。

90 中村順昭「地方社会における位階」F鈴帯をめぐる諸問題』奈良文化財研究所 2002

9D 山陽道の衰退については高橋美久二「古代の山陽道」『考古学論考 小林行雄博士古希記念論文集』1982、 田名

網宏『古代の交通』日本歴史叢書 1969を 参照した。

90 佐藤信「民部省庫院について」『日本古代の宮都と木簡』1997

90 大輪田船瀬 (泊 )の位置を古湊川の1可口付近と想定する説もあるが、精確な位置は不明

00 『日本後記』弘仁3年 6月 5日 の条「遣使修大輪田泊」とある。

OD 『類衆三代格』巻十六「応修造大輪田船瀬石掠井官舎等小破事」仁寿3年 (853)10月 11日 官符

99 維持の経費 。人員の捻出方法については、当初は寄港した船舶から港の維持管理費 (勝載料雑物)や水脚の労働

奉仕に提ったが、後には9世紀中頃には船瀬庄田、9世紀末～10世紀には造船瀬料田から経費を支出し、周辺住

民の雇役で、惨築を行うことになった。これについては、杉山宏『日本古代海運史の研究』1978に 詳しい。

90 宮内庁書陵部蔵の F九条家冊子本中右記裏文書』には、保安元年 (1120)の 年記のある摂津国正税帳案他一連の

反故紙が使用されている。その中の租帳には人部郡内にある不輸租田として、船瀬功徳田3町 2段51歩、造船瀬

料田として21町81歩が記載されている。これらの田地が実際に設定されていたならば、その管理、運営に人部郡

司が関与していた可能性は否定できない。なお、この史料については、平安時代末期の保安元年の年記があるた

め、その当時の実体を記したものでないことはいうまでもなく、第一級の史料とはいえないが、9～ 10世紀代の

正税帳等の文書をある程度改変しながら、書き写していったものであろうと評価されている。

90 山中彼史「国衛・郡衛の成立と変遷」『古代地方官衡遺跡の研究』1994

99 渡辺晃宏「平安時代の不動殺」F史学雑誌』98-12 1989

00 川原秀夫「平安期の頴穀収取と正倉」『郡衛正倉の成立と変遷』2000 奈良国立文化財研究所

Gつ 坂上康俊「負名体制の成立」『史学雑誌』94-2 1985

00 9世紀後半代の摂津国が関わつた災害に対する賑給等の記録は以下の通りである。

「河内国去年水早、農民失業、詔以摂津国正税稲五万東賜之」F日 本三代実録』貞観13年 (871)3月 26日 条

「河内国飢、以摂津画正税稲一万束賑給之」F日 本三代実録』貞観15年 (873)6月 22日 条

「摂津国早飢、詔転逗播磨、備前両国不動穀各三千解 (餅 )、 班賦百姓」F日 本三代実録』元慶 2年 (878)5月

2日 条

「摂津国頻年災早、道薙盈路、以精一百斜、賑給之」F日 本三代実録』元慶 2年 (878)6月 27日 条

00 擬任郡司については、森公章「九世紀の郡司とその動向」『古代郡司制度の研究』2000、 山口英男「十世紀の国郡

行政機構」F史学雑誌』100-9 1991、 同「郡領の鐙擬とその変遷」『日本律令制論集下巻」1991 笹山晴生先生

還暦記念会編等を参考とした。

eO 『類衆三代格』巻七郡司事「応停止諸国擬任郡司遷拝他色支」寛平5年 (893)11月 21日

eゆ 北條秀樹「平安前期徴税機構の一考察」『日本古代国家の地方支配』2000

eD 森公章「雑色人郡司と十世紀以降の郡司制度」[古代郡司制度の研究』2000

10 泉谷康夫「平安時代における郡司制度の変遷」F日 本中世社会成立史の研究』1992

10 菅本宏明『神楽遺跡発掘調査報告書」1981 神戸市教育委員会
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第 2節 終 わ りに

御蔵遺跡の調査は50次を越え、まだ遺跡の全容は判らないがその輪郭は明らかになりつつある。

前節では、これまでの調査結果を踏まえて、当遺跡が 8世紀末～9世紀にかけて、官衡的な性格を有する

遺跡に変化してゆき、人部郡衡となった可能性が高いことを、規則性のある建物群の検出や、出土遺物より

指摘した。

さらにその立郡から郡行機能の衰退までの概略を述べた。しかし、限られた紙数でその官衛的性格を述べ

たため、充分な論証を行うことができなかった部分が多い。今回提示したいくつかの点は今後、当遺跡を考

えるための指針を示した程度のものとして、御了解いただきたい。

また、人部郡は大輪田船瀬 (泊 )と いう港津を擁しており、この湊の維持・修理等に郡司が関わりを持っ

たことは推測されるが、具体的なことは不明である。この湊の維持しようとする努力は10世紀までは続く、

しかしその後、12世紀に平清盛が本格的な修築を行うまでの間の状況はよく判らない。人部郡と大輪田船瀬

(泊 )と の関係は今後、さらに検討する必要があると考えている。

なお(飛鳥時代の遺構、遺物が当遺跡内で発見され、当時の状況が少しずつ明らかになっている。しかし、

まだ、この時代の当遺跡の性格を述べるのには資料が不十分であり、時期尚早の感がある。このため、今回

の報告では、それらをどのように位置づけるかを述べることはしなかった。

この点について、今後の見通しを若干述べると、六甲山南麓には、古墳時代後期後半の集落遺跡が非常に

少なく、飛鳥時代に集落が成立して、奈良 。平安時代に存続する遺跡がいくつか認められる。飛蔦時代に新

たに集落が成立する要因は明らかでないが、この地域および周辺の集団関係に政治的な強制力が力Πわり、移

住・分村が行われた可能性がある。これは、大化改新以後の評制の成立との関わりにおいて、この地域の歴

史を考える上で、今後検討しなければならない問題であろう。
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写 真 図 版

御蔵遺跡違景 (中央は第45次調査地)





カラー図版 1

第45次調査出土三彩 (側面)

第51-2次調査出土V.A帯金具(表面)

第45次調査出土三彩 (正面)

第51-2次調査出土鈴帯金具 (裏面)

第37-2次調査出土鋳帯金具 (表面) 第37-2次調査出土鋳帯金具 (内 面)



カラー図版 2

● 48

第37-1次調査出土陶磁器 第37-4次調査出土陶磁器

第45次調査出土越州窯系青磁 第45次調査出土灰釉陶器



第45次調査出土緑釉陶器 (1)

第45次調査出土緑釉陶器 (2)



カラー図版 4

第37-4次調査出土白磁碗 第51-1次調査出上金属器

第45次調査出土赤色顔料付着軒平瓦

第51-2次調査出土漆付着土器



写真図版 1

第26-1、 2次調査

第26-1次調査地

全景

(】し東から)

第26-2次調査地

北半部全景

(南東から)

第26-2次調査地

南半部全景

(耳ヒ西から)

(



写真図版 2

第37-1、 2次調査

第37-1次調査地

金景

(F笥 から)

第37-2次調査地

全景

(南東から)

第37-2次調査地

帯金具出土状況



写真図版 3

第37-3、 4次調査

第37-3次調査地全景 (北西から)

第37-4次調査第 2遺構面全景 (南東から) 第37-4次調査第 1遺構面全景 (南東から)



写真図版 4

第45次調査
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第45次調査

鈎出土状況

第 1遺構面全景
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写真図版 6

第51-1次調査

1区中央部 (南東から) 2区中央部 (南東から)
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3区南半部 (北西から) 4区南半部 (北西から)
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第51-2次調査

調査地遠景 (北から)

A区北半部全景 (北西から) A区北半部全景 (南東から)
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第51-2次調査

A区南半部集石遺構出土状況 (南 から)

A区集石遺構と流路検出状況 (北西から) A区集石遺構と流路検出状況 (南東から)
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第51-2次調査

A区南半部集石遺構

断ち害」り状況

(南 から)

A区南半部東壁断面

A区南半部

胞衣壺 ?出土状況
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第26-1、 2・ 37-1次調査

第26-1・ 2次調査出土遺物

第37-1次調査出土遺物
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第37-1次調査

灰和陶器皿
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須恵器長頸壷

ё l

線刻のある土器 第37-1次調査出土遺物
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第37-2次調査

転用硯

刻書のある土錘 風字硯

第37-2次調査出土遺物
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第37-4次調査

出土土器・陶磁器・瓦
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第37-4次調査

SX201出土土師器・瓦器

SD101出土土師器・須恵器
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第37-4次調査

SX201出土土師器皿

遺構に伴わない土器

第37-4次調査出土土錘
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第37-4次調査

第37-4次調査出土瓦 (1)
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第37-4次調査

第37-4次調査出土瓦(2)
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第45次調査

黒色～暗褐色砂質シル ト出土土器

180

黒色～暗褐色砂質シル ト出土須恵器不 (481は SD201出 土)
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第45次調査

480

黒色～暗褐色砂質シル ト、遺構出土土器
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第45次調査

225

暗掲色砂質シル ト、遺構出土土器・土馬
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第45次調査

黒褐色粘質土出土土師器郵・皿

263
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第45次調査

黒褐色粘質土出土違物
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第45次調査

第45次調査出土墨書土器・刻書土器・硯・転用硯・漆付着土器
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第45次調査

黒褐色粘質土出土土師器郵

黒褐色粘質土 。遺構出土土師器郭
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第45次調査

黒褐色粘質土・遺構出土土師器郵

黒褐色粘質土出土黒色土器 (1)
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第45次調査

黒褐色粘質土出土須恵器lTh(1)

黒褐色粘質土出土須恵器杯 (2)
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第45次調査

黒掲色粘質土出土須恵器郵 (3)

0

黒褐色粘質土出土須恵器壺・鉢
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第45次調査

暗褐色砂質シル ト、黒褐色粘質土出土土師器羽釜・控

観 riF

暗褐色砂質シル ト、黒褐色粘質土出土土師器甕
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第45次調査
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黒褐色粘質土出土土師器皿

黒褐色粘質土出土黒色土器 (2)

暗褐色砂質シル ト、黒褐色粘質土出土土師器竃
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第45次調査

黒褐色粘質土出土瓦(1)
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第45次調査

黒掲色粘質土出土瓦 (2)
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第45次調査

瞳|

罐ガ
ー

第45次調査出土砥石・漁掛具・鍛冶関連遺物
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第45次調査
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第45次調査出上金属器 (1)
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写真図版34

第45次調査

第45次調査出上金属器 (2)
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中世耕作土出土土器・陶磁器・銅銭

写真図版35

第45次調査

第45次調査出土杭・桂材
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第51-1、 2次調査

527 
第51-1次調査出上金環 。金属器

598

第51-2次調査A区流路出土土器
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第51-2次調査

556

546

552

A区流路出土須恵器不 (1)
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第51-2次調査

A区流路出土須恵器郵(2)
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第51-2次調査

A区流路出土漆喰 ?付着土器 A区流路出土漆付着土器

A区出土蛸壺・土錘
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第51-2次調査
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A区流路出土杭 。建築部材
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写真図版41

第51-2次調査

A区流路出土木製品 。端材

A区出土胞衣壺 ?と 供献土器
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第51-2次調査
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A区出土瓦
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写真図版43   1
動物遺存体(A)(B)

騨零韓
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A-8  A-9  A-10

第37-4次調査出土動物遺存体(A)

第37-4次調査出土動物遺存体(B)
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動物遺存体(C)(D)

第45次調査出土動物遺存体(C)

C-8

勢

Ｃ
・
‐３

D-15

9D… 22

爾
D-23

鰺羽

第45次調査出土動物遺存体(D)
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動物遺存体(E)(F)
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第51-1次調査出土動物遺存体 (E)
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第51-2次調査出土動物遺存体(F)
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